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事業進捗率 ％ 進捗率は、全体予算を100とした整備費の割合

平成21年度　事務事業シート（建設整備事業）

事務事業名 12弥富ふ頭道路（改良）整備事業
コード

5082312
企画調整室事業担当担当課

連携担当課 （建設部）工事課、港湾工事事務所

基本施策名
個別施策名 23港湾施設の機能を維持・強化する

１　事務事業の目的・目標（ＰＬＡＮ）

08施設の安全性・信頼性の向上政策の体系
5安全な港政策名

場所      ：弥富市（弥富ふ頭1号線～鍋田ふ頭内道路）
期間      ：平成21年度～23年度
規模　　　：延長2.9Km、幅員3.5ｍ×4～6車線
総事業費：7.2億円
事業手法：【補助事業】改修
車両走行の安全性と快適性を図るため、臨港道路を改良します。

弥富ふ頭1号線、富浜大橋、鍋田ふ頭内道路

年度平成 23

算出方法（式）・指標設定の考え方
事務事業の進捗状況

を測る指標

根拠法令・計画等

交通量の増加や通行車両の大型化により、道路舗装面の損傷が著しい状況であることから、当該道路
の改良により、車両走行の安全性と快適性を図るものです。

事業着手時点の評価
（費用対効果分析結果、
事業をめぐる社会情勢
の状況、期待する成果

等）


